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1．はじめに 

RC梁部材のせん断耐力については,これまでに多くの研究がなされ,種々の算定式が提案されている。しか

し,これらの算定式は過去の実験データに依存した経験式が多く,適応性向上のためには,未だ検討の余地が

あると思われる｡そこで,本研究では,国内外で行なわれた RC 梁部材の実験データを収集し,せん断耐力に及

ぼす a/d 効果について検討を行なった｡ 

２．道示式の適応性検討 

既往の国内外の文献より実験データ 455個(岡村式 1),修正道示式 2)の定式化に用いられた実験データ,最近

10 年間に国内で行なわれた実験データ)を収集し,道示に示されるせん断耐力式(特にパラメータ評価式)の

適応性について検討した｡その結果,有効高さ,コンクリート強度,引張鉄筋比の評価式については比較的妥当

に評価されていたが,a/d 評価式については図-1 に示すよ

うな傾向が見られた｡図-1には a/dと Se/Sdcとの関係を示

している。a/d が比較的小さい実験データと大きい実験デ

ータとでは近似曲線の傾きが異なり,a/d≦3.0 の実験デー

タでは傾きが 0.18 と右上がりとなっているのに対し,a/d

＞3.0 の実験データでは傾きが 0.00 と一定となっている｡

つまり,a/d≦3.0では,a/dが大きくなるに従い実験値と計

算値の差が大きくなっている。このことから,現在の道示に

示される a/d評価式では RC梁部材の a/d効果を十分に考慮

できていないと考えられる｡そこで,収集した実験データを 

もとに a/d 評価式の再評価を行った｡ 

３．a/d 評価式の再評価 

表-1には,a/dの一定領域ごとのSe/Scの平均を示してい

る｡本来，道示では a/d=2.5 を境界として,それ以下の供試

体についてのみ a/d 効果を考慮することとなっているが，

表-1 より 2.5～3.0 の実験データについても Se/Sc の平均

が 1.51 と a/d 効果が見られる｡このことから，a/d＞2.5に

ついても a/d 効果を考慮する必要があると考えられる｡ 

そこで,a/d≦2.5,a/d＞2.5それぞれについて a/d評価式

の再評価を行った｡RC 梁部材の a/d 効果については，これ

までに二羽氏や岡村氏らにより研究がなされ,その評価式

が提案されている。二羽氏 3)は，ディープビームのせん断

耐荷機構をタイドアーチモデルでモデル化し，式(1)により

a/d 効果を定式化している｡    
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 また，岡村氏 1)は a/d が比較的大きな梁部材(a/d>3.0)

の a/d効果を実験的に評価し，式(2)により a/d 効果を定式
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図-1 a/d と Se/Sdc の関係 

a/d データ数 Se/Sc
0～1.0 63 6.79

1.0～2.0 61 3.04
2.0～2.5 18 1.53
2.5～3.0 81 1.51
3.0～4.0 67 1.10
4.0～ 56 1.08

表-1 a/d の領域ごとの Se/Sc 
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図-2 a/d と Se/Sdc の関係(提案式) 
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化している｡     )
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 そこで，a/d 評価式の形状を a/d≦2.5 の場合は式(1)，

a/d＞2.5 の場合は式(2)と仮定して再評価を行った｡ 

その結果，下記の式が得られた｡ 
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式(3),(4)を図に追加したものを図-2 に,a/d 評価式に式

(3),(4)を用いて再計算した結果を図-3 に示す｡図より,道

示の a/d 評価式に式(3),(4)を用いることにより，平均が

1.0,変動係数が 19.4％となり比較的実験値と一致してい

る｡また,近似曲線の傾きが 0.003と強い相関関係が見られ

ないことから a/d 効果も妥当に評価している｡ 

４．他のパラメータの適応性検討 

a/d 以外のパラメータ(コンクリート強度,有効高さ,引

張鉄筋比)評価式の適応性について検討した。図-4 には,各

パラメータと実験値/Sσ,Sd,SP の関係を示している。ここ

に示す Sσ,Sd,SPは,各パラメータの割増係数を乗じていな

い計算値を意味する。 

図より,実験データの近似曲線は道示式とほぼ一致して

おり,コンクリート強度･有効高さ･引張鉄筋比の評価式は

比較的妥当にその効果を評価している。 

５．まとめ 

 収集した実験データをもとに RC 梁部材のせん断耐力に

及ぼす a/d 効果について検討した結果をまとめる｡ 

① 本来，道示では a/d≦2.5 についてのみ a/d効果を考慮

することとなっているが，a/d＞2.5 の実験データについて

も a/d効果が確認できた｡ 

② 道示の a/d 評価式の再評価を行った結果,a/d≦2.5 で

は式(3),2.5＜a/d≦5.0 では式(4)を用いることにより a/d

効果を妥当に評価し,実験値との適合性も良い｡ 
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図-3 a/d と Se/Sdc の関係 
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